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千
歳
川
放
水
路
問
題
に
つ
い
て
は
、
『
北
の
自
然
』
の

第
二
十
五
号
で
特
集
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
第
三
十
三
号
で

は
、
千
歳
川
放
水
路
を
考
え
る
会
会
長
の
三
浦
二
郎
氏
が

投
稿
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
動
き
や
問
題
点
を
あ
ら

た
め
て
紹
介
し
、
今
年
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
中
心
に
大

き
な
動
き
に
な
る
可
能
性
が
強
い
の
で
、
こ
の
問
題
を
考

え
る
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
計
画
の
概
要
と

経
過
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
北
海
道
開
発
庁

が
進
め
る
巨
大
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
千
歳
川
の
洪
水

対
策
が
そ
の
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
洪
水
時
、
千
歳
川

と
石
狩
川
の
合
流
点
の
水
門
を
閉
じ
、
長
沼
か
ら
の
放
水

路
の
水
門
を
あ
け
、
千
歳
川
の
水
を
逆
流
さ
せ
て
、
太
平

洋
に
流
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
放
水
路
は
長
さ
約
四
十

嵌
澗
、
幅
三
○
○
腕
～
四
五
○
慨
と
巨
大
な
運
河
の
よ
う

な
も
の
で
す
。
そ
の
上
、
放
水
路
床
は
、
太
平
洋
の
出
口

で
海
面
下
マ
イ
ナ
ス
三
脚
、
千
歳
川
と
の
合
流
点
で
マ
イ

ナ
ス
一
勝
と
、
河
川
勾
配
は
二
万
分
の
一
と
な
り
ほ
と
ん

ど
た
め
池
の
状
態
と
な
り
ま
す
。
工
期
二
十
～
三
十
年
、

工
費
二
兆
円
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
六
年
の

大
洪
水
が
き
っ
か
け
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
狩
川
の
洪
水

確
率
も
一
○
○
年
か
ら
一
五
○
年
に
改
訂
さ
れ
、
石
狩
大

橘
で
の
計
画
流
歴
も
そ
れ
ま
で
の
倍
と
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
五
十
七
年
三
月
の
建
設
省
の
河
川
審
議
会
で
、
放
水
路

計
画
が
戚
認
さ
れ
た
の
が
、
法
律
的
な
根
拠
の
第
一
歩
と

摩
。
、
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
綴
の
大
計
画
が
審
議
会
に
か

か
っ
た
こ
と
も
、
そ
し
て
、
了
承
さ
れ
た
こ
と
も
、
多
く

１
．
は
じ
め
に

ウ トナイ湖全景

２
・
開
発
局
の
動
き
、
や
り
方

開
発
局
と
、
私
た
ち
地
元
自
然
保
護
団
体
は
、
公
式
の

説
明
会
、
二
回
。
非
公
式
の
話
し
合
い
を
数
回
、
今
ま
で

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
十

日
以
後
は
、
一
度
も
話
し
合
い
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
と

言
う
の
は
、
当
初
か
ら
高
圧
的
な
態
度
を
開
発
局
か
ら
受

け
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
何
と
か
話
し
合
い
の

中
で
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
お
っ
た

の
と
、
ル
ー
ト
（
当
初
開
発
局
は
三
本
の
放
水
路
の
ル
ー

ト
を
提
示
し
て
い
た
）
決
定
に
際
し
て
は
、
必
ず
事
前
説

明
を
す
る
と
口
言
し
て
い
た
の
を
信
じ
て
い
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
六
月
十
日
一
方
的
に
開
発
局
は
、
東
ル
ー
ト
の

決
定
を
発
表
し
た
か
ら
で
す
。
開
発
局
の
進
め
方
は
、
い

つ
も
、
長
官
、
局
長
ク
ラ
ス
が
、
強
引
な
発
言
を
し
、
担

当
者
が
、
関
係
者
を
回
っ
て
、
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
を
す
る

と
い
う
や
り
方
で
す
。
先
側
、
一
月
三
十
側
の
局
長
の

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
年
度
中
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
新
年
度

後
半
に
は
、
用
地
買
収
に
入
り
た
い
」
も
同
じ
で
す
。
そ

の
後
新
し
い
調
盗
結
果
も
公
表
せ
ず
、
私
た
ち
の
疑
問
点

の
関
係
者
は
、
新
聞
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
昭
和
五

十
九
年
七
月
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
、
最
初
の
説
明
会
で
、
開
発
局
の
担
当
者
は
、

審
議
会
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
決
し
て
変
え
る
わ
け
に

い
か
な
い
と
、
放
水
路
が
前
提
の
話
し
ば
か
り
を
し
た
の

で
す
。

そ
の
後
、
日
本
野
鳥
の
会
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
、

日
本
科
学
者
会
議
、
放
水
路
を
考
え
る
会
、
酪
農
家
、
漁

業
団
体
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
反
対
運
動
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

開
発
局
は
、
こ
こ
数
年
来
の
調
査
で
、
ほ
ぼ
、
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
準
備
書
を
作
る
だ
け
の
デ
ー
タ
を
得
た
よ
う
で

す
。
で
す
か
ら
、
局
長
の
発
言
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
す
ぐ

に
で
も
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
象
な
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
日
本
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
は
、
事
業
ア
セ
ス
で
計
画
ア
セ
ス
で
な
い
た
め
に
、

多
分
の
開
発
の
免
罪
符
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
ア
セ

ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
れ
ば
、
放
水
路
計
画
を
ま
す
ま
す
既

成
事
実
化
し
、
強
引
に
お
し
進
め
て
い
く
も
の
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
ｋ
、
今
回
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
は
、

地
下
水
や
気
象
関
係
、
美
を
川
、
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
保
全
策

等
が
入
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別

途
説
明
す
る
と
開
発
局
で
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、
別
途
説

明
し
た
の
で
は
、
骨
抜
き
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
は
あ
り
な

が
ら
も
、
説
明
会
、
聡
聞
会
、
意
見
苔
の
提
出
等
、
わ
ず

か
な
が
ら
の
市
民
参
加
の
権
利
も
保
障
さ
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
放
水
路
計
画
は
、
地
ド
水
が
最
も
重
要
な
フ

ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
は
ず
で
、
こ
れ
が
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
入

っ
て
な
い
の
は
、
論
外
を
言
う
外
あ
り
ま
せ
ん
。

法
律
的
に
は
、
今
す
ぐ
に
で
も
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
も
違
法
で
は
な
い
ら
し
い
の
で
す
が
、
や
は

り
、
道
に
事
前
の
了
解
を
と
っ
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

考
え
の
よ
う
で
す
。
今
、
開
発
局
と
道
と
の
間
で
さ
か
ん

に
論
議
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
開
発

局
は
、
道
と
の
協
議
が
す
め
ば
、
自
然
保
護
団
体
に
も
説

に
は
何
も
答
え
て
い
な
い
の
に
、
前
回
の
強
引
な
発
言
の

反
発
が
う
す
ら
い
だ
時
を
ね
ら
っ
て
ま
た
、
強
引
な
発
言

を
す
る
と
い
う
や
り
方
で
す
。

３
．
す
ぐ
に
で
も
入
り
た
い
ア
セ
ス
メ
ン
ト
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一
一

明
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
は
、
す
で
に
ア
セ

ス
は
ス
タ
ー
ト
し
、
も
う
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
状
況
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

開
発
局
は
、
行
政
（
道
、
苫
小
牧
市
、
早
来
町
）
の
了

解
が
と
れ
れ
ば
、
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
そ
こ
そ
こ
に
説

明
し
て
、
事
業
を
進
め
る
考
え
の
よ
う
で
す
。

狩
川
水
系
で
の
治
水
が
原
則
で
あ
る
と
意
見
を
言
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
苫
小
牧
の
商
工
会
議
所
が
、
放
水
路
促

進
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
建
設
業
界
を
中
心
に
、

仕
事
作
り
と
し
て
の
放
水
路
事
業
に
熱
し
視
線
を
な
げ
か

け
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
一
方
、
開
発
局
は
、
オ
ー
ト

リ
ゾ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
は
二
千
万

円
、
今
年
は
、
数
億
の
お
金
を
苫
小
牧
に
入
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
人
は
、
放
水
路
問
題
の
懐
柔
策
と
し
て
の
意
味
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
鳥
越
苫
小
牧
市

長
の
推
進
母
体
で
も
あ
る
地
区
労
も
放
水
路
反
対
を
打
ち

出
し
て
い
る
だ
け
に
、
市
長
の
動
き
に
は
、
注
目
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

７
．
今
後
の
展
望

今
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Ｒ
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／
雷 事

業
を
行
う
場
合
、
必
ず
基
本
計
画
書
が
あ
り
、
実
施

計
画
書
等
へ
と
順
じ
移
行
す
る
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

放
水
路
計
画
で
は
、
説
明
会
の
カ
ラ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
、

若
干
の
印
刷
物
は
公
表
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
計
画
書
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

４
・
今
だ
に
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
計
画
内
容

今
、
様
々
な
団
体
が
、
様
之
な
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
一
つ
に
し
て
反
対
運
動
を
行
う
と
い
う
方
法
も
あ

り
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
的
に
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
、
個
々
の
立
場
で
運
動

を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
く

ま
で
、
根
本
的
な
見
直
し
を
せ
ま
る
こ
と
が
目
標
に
な
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

開
発
局
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
入
る
前
に
ま
ず
、
調
査

結
果
を
公
表
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、

今
、
開
発
局
と
、
地
元
自
然
保
護
関
係
者
が
決
裂
し
て
い

る
も
の
を
、
つ
な
ぐ
、
ま
ず
初
め
の
も
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
ウ
ト
ナ
イ
湖
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
、
最
も
心
配

す
る
人
は
、
水
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
言
う
し
、
何
ら

か
の
手
を
打
て
ば
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
当
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
調
査
が
さ
れ
れ
ば
、

あ
る
程
度
は
、
予
測
が
つ
く
と
思
い
ま
す
。
今
、
開
発
局

が
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
る
デ
ー
タ
で
は
、
そ
れ
す
ら
見
当

が
つ
か
な
い
の
で
す
。

開
発
局
が
ど
う
し
て
も
や
る
と
言
っ
て
い
る
以
上
、
世

論
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
と
、
道
、
苫
小
牧
市
に
、
確
固
た

る
態
度
を
と
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
つ
か
っ
て
、
せ

ま
る
｝
」
と
が
重
要
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
は
、
北
海
道
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
新
聞
へ

の
投
書
な
り
、
千
歳
川
放
水
路
を
考
え
る
会
に
入
会
す
る

（
詳
し
く
は
、
日
向
、
○
一
四
四
’
七
三
’
六
○
一
九
ま

で
）
な
り
、
意
識
を
持
た
れ
た
方
は
、
今
、
出
来
る
こ
と

で
、
ご
協
力
願
え
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

（
お
お
は
た
こ
う
じ
・
㈱
日
本
野
鳥
の
会
）

二を
千歳

遡
一
テ

早来

ウトナイ湖
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｢千歳川放水路は必要かl日本科学者会議北海道支部より

今
だ
に
、
千
歳
川
と
石
狩
川
と
の
合
流
点
の
水
門
の
位
置

や
、
一
億
ト
ン
も
の
土
砂
の
捨
て
場
所
等
が
公
表
さ
れ
な

い
ま
ま
な
の
で
す
。
科
学
者
会
議
の
人
は
、
安
全
面
等
を

考
え
る
水
門
の
位
置
は
、
石
狩
川
と
の
合
流
点
か
ら
一
○

嵌
捌
ぐ
ら
い
は
上
流
で
な
い
と
作
れ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
も
し
そ
う
な
れ
ば
、
南
幌
町
あ
た

り
は
、
今
、
以
上
に
危
険
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
心
配
の
声
が
出
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
、
計
画

書
を
開
発
局
は
公
表
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

５
．
受
益
地
区
が
逆
に
被
害
地
域
に
な
る
？

恵
庭
市
は
、
放
水
路
促
進
の
立
場
で
動
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
に
も
、
放
水
路
計
画
を
考

え
る
恵
庭
市
民
の
会
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
。
放
水
路

計
画
に
疑
問
を
持
つ
人
の
集
ま
り
で
、
参
加
し
て
い
る
農

家
の
方
が
、
放
水
路
が
出
来
た
ら
毎
年
、
冷
害
、
風
害
で

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

ま
し
た
。
恵
庭
は
現
在
で
も
強
い
南
風
が
ふ
く
と
、
塩
害

に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
馬
追
丘
陵
が
、
放
水
路
に

よ
り
大
き
く
切
り
開
か
れ
れ
ば
、
今
以
上
の
風
が
く
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
、
と
言
う
の
で
す
。
洪
水
は
、
も

ち
ろ
ん
困
る
が
、
何
年
か
に
一
度
、
洪
水
に
よ
っ
て
田
、
畑

に
栄
養
分
を
落
す
の
も
事
実
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
心
配
は
、
放
水
路
促
進
の
千
歳
で
も
言
え
る
こ
と
で
す
。

６
・
苫
小
牧
市
の
動
き

苫
小
牧
市
は
、
開
発
局
に
対
し
、
五
十
六
項
目
の
質
問

を
し
、
今
だ
明
確
な
解
答
が
な
い
と
慎
重
な
立
場
に
い
ま

す
。
そ
し
て
、
市
長
は
、
放
水
路
に
よ
っ
て
苫
小
牧
に
は
、

メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
明
言
し
、
開
発
局
に
対
し
て
も
、
石

唖…琴~~丙ﾏ琵司
単 L

ー

守司 r p
＆’ ．

p

Gq 伊Ⅷ日高セミナー肌の
報告書ができました

1984年に日高中央横断道路が着工されて以来、毎

年夏に行われて・きた現地視察会も5回を重ね、報告
書が出されました。参加した人の感想や、関係資料
が載っています。

事務局までお申し込み下さい。

（'部'00円送料調臺言柵蠅）
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「
知
床
基
金
」
の
使
途
を
議
題
に
二
月
二
十
六
日
、
代

表
者
会
議
が
札
幌
・
郵
政
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

会
議
に
は
、
大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会
、
十
勝
自
然

保
護
協
会
、
知
床
自
然
保
謹
協
会
、
道
央
地
区
勤
労
者
山

岳
連
盟
、
社
団
法
人
北
海
道
自
然
保
護
協
会
、
北
海
道
の

自
然
を
考
え
る
会
、
キ
ッ
ネ
ハ
ウ
ス
、
室
蘭
岳
の
自
然
を

守
る
会
、
藻
琴
山
の
自
然
を
守
る
会
の
九
団
体
が
出
席
し

「
基
金
」
使
途
の
他
に
各
団
体
の
一
年
間
の
活
動
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

▽
連
合
・
加
盟
団
体
の
活
動
報
告

本
題
に
入
る
前
に
、
ま
ず
稲
田
代
表
か
ら
今
年
度
の
連

合
の
活
動
を
「
三
つ
あ
っ
た
目
標
の
う
ち
、
室
蘭
岳
と
藻

琴
山
の
両
ス
キ
ー
場
計
画
を
凍
結
に
持
ち
込
み
、
ま
ず
ま

ず
の
成
果
で
あ
っ
た
（
残
り
一
つ
は
士
幌
高
原
道
路
）
」

と
ま
と
め
た
の
に
続
き
、
加
盟
団
体
の
活
動
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
「
リ
ゾ
ー
ト
開
発
」
が
ら
桑
の

問
題
に
取
り
組
む
団
体
の
報
告
が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、

知
床
を
は
じ
め
と
す
る
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
乗
入
れ
が
新
た
な

問
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
Ｏ

ワ
「
知
床
基
金
の
使
途

「
知
床
伐
採
計
画
」
中
止
を
契
機
に
「
堆
金
」
を
北
海

道
の
同
然
保
謹
運
動
に
活
川
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
て
い

炉
・
…
零
一
識

一
口
●
●
■
●
●
●
。
●
訳
恥
一

繍蕊◆
悪
言
鶴
図
“
一
）
寄
繍
（
毛
“
、
・
の
．
二
’
一
ｓ
甑
頃
剖
釧
詔
ご
苦
汁
「
叫
斗
介
罰
牒
勢
・

湿
扉
渕
昌
嗽
猟
帥
が
紛
圃
浩
恥
」
則
霞
蔀
糊
洞
触
咋
が
、
作
．

画
）
雪
黒
圃
鋤
詳
ｓ
鳶
蕊
獣
罵
謙
ｎ
鉢
Ｊ
汁
Ｓ
餅
藤
即
行
〃
習
熟
璽
層
Ｓ
信
旨

ｓ
諺
煎
餅
図
小
何
什
．

い
）
逗
買
Ｉ
ア
墨
撫
嗽
扉
３
代
で
訓
唇
篤
認
撫
議
秘
ｓ
皿
蕊
寵
爵
壼
侭
営
冊
圃

署
同
職
糊
Ｓ
冒
回
、
獣
Ｇ
〃
熱
葵
璽
匿
介
肝
凱
、
Ｕ
ラ
バ
計
別
・
師
別
嗽

味
雌
傍
吾
誌
構
針
番
斡
理
鴬
嗽
で
（
鞠
が
ｎ
代
．

星
）
葵
壜
珊
ｓ
「
薄
野
淵
、
恥
」
蕊
恥
営
圧
映
昔
汁
Ｓ
戯
藤
、
〃
ｎ
ｓ
醤
恥
ｓ
函

眉
介
篭
圏
帥
勗
小
ご
具
、
で
／
聾
汁
斡
謝
葵
Ｓ
聯
ｓ
酬
師
淵
洲
釧
岱
が
八
代
。

、
）
ｖ
噂
発
噛
ｑ
傍
ｓ
題
篇
・
智
Ｇ
茜
啓
噺
爵
で
州
／
陸
野
Ｓ
冊
湧
痴
閤
囲
喜

で
副
冒
蝋
ｓ
剰
謙
濯
噺
瓦
営
Ｇ
〃
信
箆
汽
蔑
戯
剴
伽
で
汁
則
蕩
砺
駕
箇
登

嗽
刷
蚕
叫
び
汁
３
ｓ
罰
冒
ご
ｎ
呼
び
、
作
。

ひ
）
聯
言
鮒
、
詩
蔚
筐
Ｓ
皿
蕊
Ｓ
淵
顎
汽
驚
き
州
砂
い
う
〃
州
ｓ
湿
葦
什
箇
帥

小
障
壁
ｎ
Ｊ
ラ
バ
脳
憲
硴
鶏
ｓ
州
砂
山
、
庁
．

◆
塁
言
増
箇
唖
一
）
触
蓉
霊
「
皿
斜
ｓ
謝
什
際
煎
餅
磯
削
が
僻
圃
噌
崎
莞
唯
Ｊ
い
」

画
）
熾
一
唇
「
皿
斜
ｓ
謝
什
際
煎
餅
礁
渕
小
肺
圃
噌
噂
莞
喰
Ｊ
似
」
柵
動
剛
画
恥

詩
蔚
筐
皿
熱
雨
憲
僖
昨
、
、
詩
葡
侭
皿
誇
砺
罵
罰
恥
雪
男
囲
蕊
痴

愚
蕊
恥

⑮
）
需
際
函
詩
蔚
筐
迩
棚
言
、
皿
針
囲
諜
窺
憲
蔑
恥
、
画
＃
僖
詩
蔚
侭
測
嬰

、
、
針
箪
惟
齢
恥
駕
詩
蔚
僅
澱
雪
、
詩
蔚
僅
琶
碓
蝋
Ｅ
師
僧
鰐
、

壜
併
牒
言
露
盤
寸
噂
殉
’

一
）
霊
廟
》
詩
蔚
底
繋
星
騨
、
當
蔚
殉
へ
腸
拠
再
、
醤
田
認
冨
詩
蔚
侭
淵
騨

罰
削
諜
星
苦
蔚
底
測
洋
、
薊
、
繁
昌
詩
爵
侭
測
群
、
琳
副
爵
薊
詩

蔚
陸
測
洋
、
ｚ
露
屍
詩
蔚
農
胃
際
副
、
西
国
Ｏ
、
の
弓
く
、
ご
西

国
、
雷
月
頃

印
）
這
画
恥
毛
＄
儲
、
皿
二
ｍ
ｓ
Ｉ
諒
画
言
）

。
）
蕊
コ
ゴ
塾
棡
言
・
雪
男
圃
料
吟
国

甘
）
妙
騒
動
謹
佃
冒
序
別
蕊

、
）
滋
震
蔀
ｇ
ｏ
鮫
Ｉ
ｇ
ｏ
敵
（
瞳
牙
”
双
墜
侭
婁
“
黒
雲
）

Ｃ
）
麗
囲
恥
擴
妙
聯
言
噂
９
８
画
（
藤
逵
鳶
砂
ご
）

一
ｓ
蔵
薗
恥
シ
ー
罫
溌
（
ｇ
湯
副
薗
鳶
８
８
画
面
脾
１
）

国
ｌ
粥
（
さ
ン
副
菌
湾
、
ｇ
田
鱒
濁
舛
で
）

。
’
蝦
（
－
８
湯
蔵
茜
湾
ｇ
ｏ
田
飼
賜
靭
聯
降
暑
幹
ぞ
）

ロ
ー
帯
寺
噂
乢
（
－
８
湯
漁
逵
）

二
）
僕
寓
華
麗
通
９
８
画
１
９
８
画
（
逮
樋
Ｉ
雪
男
付
噂
殉
１
１
僕
瀞
）

シ
ー
謝
勢
ｕ
ｌ
ｘ
（
皿
ョ
噌
肖
冒
層
〃
鳶
蕊
筐
／
沓
爵
掛
蓋
／
雪
需

需
）

ｍ
ｌ
Ｅ
ｕ
ｌ
Ｘ
（
叫
蒐
億
邑
晨
〃
慧
田
制
）

。
ｌ
諭
砿
Ｕ
Ｉ
〆
（
皿
ミ
哩
筒
号
僖
〃
鳶
蕊
信
／
雪
男
蔚
羅
尉
濁
）

◆
併
舛
冴
峨
”
一
）
僻
喜
藩
妙

ｅ
壼
恥
乳
１
塁
恥
剛
卿
・
叶
嚴
雌
瀞
嘩
・
粥
畷
滞
灌
・
臘
爵
醤
恥
・
蔚
覺

又
噂
付
Ｉ
瞳
・
×
寺
唯
憎
Ｉ
ご
欝
爵
・
遷
恥
瀞
蟻
斡
代

○
聖
恥
乳
ｌ
、
ア
山
、
Ｖ
凹
噂
・
證
妙
滞
蟻
・
準
箪
恥
蕊
恥
瀞
ｑ
浩
恥
ｓ

州
介
ｓ
・
嚇
言
齢
舅
蕊
潔
贈
・
除
図
潰
恥
、
氏
１
号
・
聖
恥

瀞
轆
舛
化

巴
蒸
淫
篝
薗
ｌ
「
雪
汁
舛
圃
別
Ｓ
汁
９
ｓ
謝
ｕ
八
Ｇ
，
０
ラ
バ
（
笥
善
ど

釧
冊
恥
勢
覇
弔

習
熟
吟
画
で
、
弗
謡
燕
墹
飼
洲
洲

ま
し
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
使
途
を
検
討
し
た
結
果
、
八

月
十
一
日
か
ら
十
三
日
に
全
国
規
模
の
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
を

開
催
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
も
と
に
知
床
国
有
林
伐
採
反
対

運
動
を
総
括
し
、
今
後
の
市
民
運
動
の
手
び
き
に
も
な
る

様
な
本
の
出
版
を
行
う
こ
と
の
二
つ
に
落
ち
つ
き
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
実
行
委
員
会
形
式
で
準

備
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
、
連
合
加
盟
の
各
団
体
か
ら

委
員
を
派
適
す
る
ほ
か
、
賛
助
会
員
の
方
を
は
じ
め
広
く

一
般
の
方
女
か
ら
委
員
を
募
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
第
一

回
の
実
行
委
員
会
は
三
月
十
二
日
に
開
か
れ
、
夏
に
向
け

て
内
容
具
体
化
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

連
合
の
活
性
化
、
そ
し
て
北
海
道
の
自
然
保
謹
運
動
が

全
体
的
に
盛
り
上
が
る
こ
と
も
配
慮
し
「
知
床
基
金
」
の

使
途
を
以
上
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
使
途
で
あ

れ
ば
皆
様
の
合
意
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
ご

意
見
．
ご
要
望
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
寄
せ
下
さ

い
Ｏ

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ら
び
に
出
版
に
よ
る
収
益
金

は
、
再
び
「
基
金
」
に
戻
す
方
針
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の

方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
今
後
の
取
り
く
み

札
幌
市
が
九
一
年
の
冬
季
１
｜
ス
シ
ァ
ー
ド
に
向
け
、

白
旗
山
に
「
距
離
ス
キ
ー
競
技
場
」
の
造
成
を
計
画
し
て …

）
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
使
途
を
検
討
し
た
結
果
、
八
い
ま
す
。
白
旗
山
市
有
林
は
、
都
市
環
境
林
と
し
て
「
森

‐
一
日
か
ら
十
三
日
に
全
国
規
模
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
林
の
自
然
資
源
を
充
実
さ
せ
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
、
自

怪
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
も
と
に
知
床
国
有
林
伐
採
反
対
然
教
育
の
場
と
し
て
活
用
」
（
市
当
局
の
．
〈
ン
フ
）
す
る

蓋
総
括
し
、
今
後
の
市
民
運
動
の
手
び
き
に
も
な
る
べ
き
森
林
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
を
ス

一
本
の
出
版
を
行
う
こ
と
の
二
つ
に
落
ち
つ
き
ま
し
キ
ー
コ
ー
ス
と
し
て
造
成
す
る
こ
と
は
、
市
の
環
境
行
政

こ
の
う
ち
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
実
行
委
員
会
形
式
で
準
へ
の
理
解
が
疑
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
連
合
と
し
て
取
り
組

』
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
、
連
合
加
盟
の
各
団
体
か
ら
む
よ
う
要
望
が
上
が
り
、
常
務
委
員
会
で
検
討
さ
れ
る
こ

尾
を
辰
趾
す
る
一
ま
い
、
霞
功
会
員
Ｄ
方
を
ば
じ
め
広
く
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
皿
繭

◆

｜
、
。
］
函
湘
獅
囎
で
魏
伽
部
１
４
堀
霜

一
（
里
壷
．
煎
蝿
叫
陽
沙
聖
理
郵
洪
弾

州
Ｓ
壱
”
ご
澗
飼
淵
剛
州
磁
書
冊
ｒ
汁
け
ｓ
刷
屏
針
Ｇ
州
体
ざ
．

Ｃ
汁
澪
露
句
墹
飼
餅
爵
研
で
鼎
叫
．

“
へ

T、
ーｰ

“

ぐ
で
弐

巡
卦
傷

聖
理
謬

１斗
１
４

簿潟

“ “
へ

H-
…

へ

緋
…』

画
」
］

い
）
謡
斡
鴬
別
ｌ
「
皿
斜
ｓ
皿
蕊
作
昏
懲
悪
柵
（
南
勢
と

凱
冊
唖
汁
周
剖
掛
汁
惟
鉢
鮪
側
掛
鶴
Ｉ
鳳

曇
〕
習
熟
ｓ
も
え
ｌ
駕
創
印
「
詩
圃
Ｓ
淵
介
併
脈
嘗
汁
倣

Ｉ
鬮
肝
併
曾
什
皿
蕊
砺
駕
Ｉ
〈
同
勢
と

割
冊
恥
詩
汁
畷
与
蒔
副
臘
斡
伽
副
蔦
巽
叶
鳳

、
ア
山
、
Ｖ
出
噂
酢
陽
延
叫
口
叶
廟
鑿
具
噂
天
何
代

、
）
輔
望
鑑
恥
ｌ
雪
男
図
掛
惨
図
画
酬
試
涛
熟
璽
悶
ｓ
智
Ｇ
茜
勢
作
小
醗
Ｓ
溺

悶
、
Ｕ
ラ
バ

。
）
僻
図
譜
恥
ｌ
ｅ
Ｊ
斗
詳
削
喝
小
筒
昌
・
・
鷲
田
、
田
毒
Ｅ
昔

◎
葛
Ｈ
Ｓ
皿
蕊
介
料
廣
嗽
４
が
臓
昌
・
・
測
矧
、
川
鍋
邸

、
逗
噂
ｌ
テ
詔
棚
ご
①
皿
湧
伽
令
が
腐
冒
・
・
剛
賜
、

、
例
脚
煎
州
噌
馴
闇
騨
・
・
剛
激
邸
、

＠
ぐ
ぞ
具
等
Ｓ
謝
州
４
小
筒
尽
・
・
善
凉
、

凶
）
Ｙ
ぞ
莞
峨
吐
陽
ｌ
帥
１
４
「
謝
葵
Ｓ
獣
。
叶
什
皿
蕊
荊
駕
（
同
勢
と

臘
鬮
蕊
恥
雌
一
鮫
／
易
渕
匡
渕
ア
兵
曲
〃
副
妙

、
）
叩
１
４
聖
翌
誹
ｌ
ｕ
ｒ
成
心
殉
１
ｓ
函
闘
滿
儲
離
丑
・
両
避
謬

ｅ
叫
斗
・
詞
肝
詳
函
侭
代
謝
斡
動
尽

○
亘
恩
Ｉ
テ
謡
削
囲
侭
什
鮮
別
僧
冒

＠
斗
へ
測
渕
廣
介
皿
蕊
寵
駕

１
１
４
勘
門
地
や
愈
噂
殉
’
一
触
診
理
Ⅷ
蝋
・
凹
恥
鰍
園
八

℃
）
除
圃
淵
蔑
妙
１
噸
唇
ｓ
馴
尽
蟠
鴎
／
適
盤
胤
憲
，
謎
厩
師
再
営
が

嚇
言
鴎
当
ｇ
ｏ
田

一
ｓ
Ｈ
、
メ
サ
１
Ｖ
剛
ぞ
Ｉ
（
僕
鄭
）
謹
佃
目
圧
撫
．
雪
男
飾
噂
町
Ｉ
ｄ
雪
鼎

Ｓ
冊
蕊
汽
混
叫
伽
菌
艦
斡
喧
、
割
｛
、
Ｉ
州
ｃ
（
ご
り
僕
慾

、
ン
小
．

蔚
縦
ｕ
ｌ
別
（
柵
腫
全
鮫
〕
〃
謝
葵
ｕ
ｌ
Ｘ
（
柵
廻
さ
航
）

Ｅ
則
ｕ
ｌ
別
（
側
通
い
○
曲
）
ｓ
α
ｕ
１
脚
。

『
、
や
胃
つ
』
』
樗
国
』
函
骨
乍
檮
、
』
句
昌
『
胃
、
目
や
画
つ
画
昌
四
画

掴
）
罵
醗
〃
謡
廟
〃
讓
別
雌
ｎ
Ｊ
ラ
バ
画

洪恥謡 一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｈ
、
ｘ
ご
Ｉ
、
山
ャ

諜
煎

剖
帥

来
年
度
は
「
知
床
全
国
シ
》
ポ
」
が
活
動
の
メ
イ
ン
に

な
り
ま
す
が
、
道
内
は
今
「
リ
ゾ
ー
ト
開
発
」
が
目
白
押

し
で
、
ま
た
い
そ
が
し
い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。（

事
務
局
）

沙｜加

ロ併難燕

紗
圃鑑

醗

轍弄

”画

鬮
財
淵
鴬
丹
釧
叫
。

罫
、

醗
沖
一

雪
男
Ｓ

、
易

（
識
飾
）

掛
載
妙

吟
画

渦
動
淵
腫
妙
獣
撫
刷

－6－－7－
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一

連
合
の
新
年
会

体
制
を
一
新
し
て
再
発
足
し
た
連
合
初

の
試
承
と
し
て
新
年
会
が
一
九
八
九
年
二

月
四
日
、
札
幌
の
郵
政
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
Ｉ
写
真
１
．

こ
れ
は
、
た
ま
に
賛
助
会
員
に
集
ま
っ

て
も
ら
い
自
然
保
謹
や
連
合
に
対
す
る
声

を
聞
こ
う
と
会
員
の
丹
野
さ
ん
た
ち
の
発

案
と
尽
力
で
開
催
し
た
も
の
で
、
会
報
に

申
込
み
の
葉
書
を
同
封
し
て
札
幌
と
そ
の

周
辺
の
会
員
に
呼
び
か
け
た
結
果
、
寒
さ

'1叩一画q''0010o･･-‐･･･01''0.ーロ0...08,...pp00018l0"ー字..0001"･＝字0...10...再ぁ"叩01卯'｡-醇UIIIU'，＝ロ加0叩lIo,一一,"08川‘一ロ00．･‘81°●＝直100011000ｰひ●.●811,,･ー塀0…ID･･･－■●00‘3111m一か』BOlD●0口■室80008100，－今.､三】 一
一

一

『
＄

ね
つ
と
わ
’
く

「
エ
ゾ
ュ
キ
ウ
サ
ギ
」
、
こ
れ
が
本
名
で
あ
る
。
一

し
か
し
大
抵
は
ノ
ウ
サ
ギ
な
ど
と
書
い
て
あ
る
。
野
岬

千
歳
空
港
の
国
際
化
に
伴
う
開
発
で
、
七
～
八
年
ウ
サ
ギ
の
意
味
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ノ
ウ
サ
ギ
哩加

前
、
周
辺
の
野
原
が
消
え
た
。
そ
れ
ま
で
一
帯
は
火
は
本
州
以
南
に
ユ
キ
ウ
サ
ギ
は
北
海
道
に
生
息
し
、
《■

山
灰
地
で
、
積
雪
期
で
な
く
て
も
一
年
中
動
物
の
足
別
種
で
あ
り
、
き
ち
ん
と
使
い
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
岬

跡
を
追
っ
て
楽
し
む
の
に
も
っ
て
こ
い
の
フ
ィ
ー
ル
な
い
。
こ
の
辺
に
も
彼
ら
へ
の
関
心
の
低
さ
が
表
わ
一

ド
だ
っ
た
。
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン
と
軽
快
に
進
ん
で
い
く
れ
て
い
る
気
が
す
る
。
ユ
キ
ウ
サ
ギ
と
い
う
美
し
い
釧

の
は
キ
ツ
ネ
。
途
中
か
ら
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
と
ウ
サ
ギ
名
の
、
今
減
り
つ
つ
あ
る
北
の
仲
間
に
、
も
っ
と
暖
や

が
特
徴
的
な
型
で
足
跡
模
様
に
変
化
を
つ
け
る
。

か
い
真
剣
な
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
思
う
今
日
此
の
一

開
発
計
画
が
進
む
間
、
付
近
で
埋
蔵
文
化
財
の
発
頃
で
あ
る
。

掘
調
査
が
行
わ
れ
、
榊
前
山
の
厚
い
火
山
灰
を
よ
け

（
文
と
絵
》
平
井
百
合
子
）
峰Ⅱ

て
、
縄
文
時
代
の
地
面
を
再
現
し
て
い
た
。
見
れ
ば
一

口

そ
こ
に
も
、
現
代
の
キ
ツ
ネ
と
ウ
サ
ギ
の
も
の
と
全

画
目
毒
舌
二
“
■
言
■
”
◆
。
。
ご
ロ
ロ
寺
呂
■
■
一
己
凸
呂
二
言
●
Ｄ
Ｂ
ク
■
■
■
呂
二
吉
百
三
■
■
■
。
。
二
一
口
呂
呂
■
一
■
■
■
ロ
ー
一
言
一
言
▲
ロ
。
■
■
ｇ
二
言
二
二
■
口
■
呂
二
一
二
■
一
再
■
■
■
』
ニ
エ
言
二
』
■
■
一
■
●
●
、
言
。
８
呂
二
ロ
ー
■
■
■
ｇ
二
一
言
ｇ
ロ
ー
ロ
一
色
■
■
呂
二
宕
邑
三
■
■
■
言

三
言
－
１
③
胃
二
言
一
月
■
言
三
宮
一
Ｉ
守
呂
二
二
言
・
’
訂
言
。
。
毒
。
。
・
１
Ｆ
ミ
ニ
言
一
Ｉ
守
孟
二
言
且
■
昌
二
言
』
１
９
呂
二
二
言
Ｉ
日
吉
。
・
二
言
１
回
三
三
胃
Ｉ
ｆ
ｏ
ｇ
二
言
管
守
Ⅱ
５
９
．
．
二
。
・
・
且
密
畠
曼
彗
。
Ｉ
Ｔ
君
二
言
Ⅱ
■
三
三
言
１
９
曇
壷

’⑦
ユ
キ
ウ
サ
ギ

’の
中
を
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
・
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
さ
ん
と
の
出
逢
い
が
き
っ

知
床
国
有
林
の
伐
採
の
様
子
を
映
す
ビ
か
け
：
。

デ
オ
を
全
員
で
ゑ
た
あ
と
懇
談
に
入
り
ま
．
商
売
上
木
の
大
切
さ
を
考
え
、
木
材
を

し
た
と
こ
ろ
「
カ
ヌ
ー
を
し
て
い
て
川
の
通
し
て
森
林
の
あ
り
方
を
考
え
な
く
て
は

荒
れ
方
が
ひ
ど
い
の
を
痛
感
す
る
」
「
稚
と
．
・
・
・

内
か
ら
小
樽
ま
で
の
海
岸
で
海
草
が
め
っ
・
知
床
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
が
き
っ
か
け

き
り
少
な
く
な
っ
た
」
な
ど
森
林
ば
か
り
．
：
・

で
な
く
川
や
海
の
荒
廃
を
心
配
し
連
合
の
．
山
登
り
が
好
き
で
…
と
い
ろ
い
ろ
。

対
応
を
期
待
す
る
声
が
相
つ
ぎ
ま
し
た
。
話
の
内
容
と
し
て
、
会
員
同
士
の
情
報

ま
た
「
会
員
が
手
を
つ
な
い
で
保
全
に
交
換
が
で
き
る
よ
う
な
自
然
保
謹
二
○

取
り
組
み
た
い
が
誰
が
会
員
か
わ
か
ら
な
番
を
作
っ
て
は
…
と
提
案
さ
れ
、
今
度
の

い
の
で
名
簿
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
職
常
務
会
で
話
し
合
わ
れ
る
予
定
。

極
的
な
意
見
が
続
出
し
、
北
海
道
の
自
然
仕
事
で
出
席
で
き
な
い
、
小
さ
い
子
供

の
喪
失
を
心
配
す
る
人
々
が
既
存
の
自
然
が
い
て
、
お
年
を
召
し
て
い
て
あ
ま
り
外

保
謹
団
体
以
外
に
も
き
わ
め
て
多
い
こ
と
出
で
き
な
い
と
い
う
方
、
ま
た
、
連
合
の

が
痛
感
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
人
を
現
状
を
見
て
い
て
、
と
て
も
参
加
す
る
気

の
思
い
を
結
集
し
力
の
あ
る
市
民
運
動
と
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
方
が
い
ま
し
た
。

し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
電
話
で
の
話
の
中
で
の
こ
と
、

課
題
で
す
。
（
紺
谷
）
・
入
会
し
て
い
る
が
、
連
合
の
シ
ス
テ
ム

新
年
会
に
思
う
も
全
然
わ
か
ら
ず
た
だ
会
報
が
送
ら
れ
て

〃
飲
ん
で
食
べ
て
大
い
に
語
ろ
う
〃
と
、
き
て
い
る
が
、
私
は
ま
だ
会
員
な
の
で
し

二
月
四
日
（
土
）
Ｐ
Ｍ
六
》
○
○
～
八
》
よ
う
か
。

三
○
郵
政
会
館
に
て
、
賛
助
会
員
・
団
体
・
私
は
年
金
生
活
者
、
少
な
い
生
活
費
の

会
員
の
方
灸
と
連
合
と
し
て
は
初
め
て
の
中
か
ら
会
費
を
払
っ
て
い
る
、
大
切
に
し

型
の
新
年
会
が
行
わ
れ
た
。
て
ほ
し
い
・
・
・

知
床
伐
採
の
ビ
デ
オ
を
観
、
初
対
面
の
．
団
体
と
し
て
入
会
は
し
て
い
る
が
今
ま

人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
自
己
紹
介
、
そ
で
あ
ま
り
参
加
も
し
て
い
な
い
。
最
近
や

の
後
連
合
の
現
状
、
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
ヵ
ッ
っ
と
少
し
関
わ
れ
る
よ
う
に
思
っ
て
き

シ
ョ
ン
。
た
。

入
会
の
き
っ
か
け
は
．
良
く
も
悪
く
も
、
会
員
の
方
含
の
生
の

－一

く
同
じ
足
跡
が
、
く
っ
き
り
つ
い
て
い
る
で
は
な
い
劃

か
！
太
古
か
ら
現
代
ま
で
、
種
族
独
自
の
生
き
方
岬

を
貫
き
通
し
て
、
彼
ら
が
共
に
生
き
て
き
た
こ
と
を
一

実
感
し
な
が
ら
、
私
は
し
ば
し
二
本
の
足
跡
を
見
つ
弛

め
て
い
た
。
□

と
こ
ろ
で
近
頃
ウ
サ
ギ
は
著
し
く
減
少
し
、
そ
の
一

原
因
は
増
加
し
た
キ
ツ
ネ
が
捕
食
し
た
た
め
と
さ
れ
岬

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が
事
実
な
ら
、
と
っ
く
の
昔
一

に
ウ
サ
ギ
は
絶
滅
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ゥ
サ
ギ
州

が
減
っ
た
の
を
キ
ツ
ネ
の
責
任
に
し
、
自
分
た
ち
は
や小

知
ら
ぬ
ふ
り
、
保
謹
策
は
考
え
よ
う
と
も
し
な
い
。
一口

増
え
た
動
物
に
は
と
や
か
く
言
い
、
駆
除
さ
え
す
る
岬

が
、
減
っ
た
動
物
に
つ
い
て
は
よ
ほ
ど
で
な
い
限
り
一

口
を
開
か
ず
何
も
し
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
が
こ
の
誹卓

一
事
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

一
ぜ
い
た
く
に
滅
ぼ
さ
れ
る
動
物
』

Ｍ
・
ブ
ラ
イ
ト
小
原
秀
雄
監
訳

（
佑
学
社
的
一
、
二
○
○
円
）

現
在
、
世
界
中
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

美
食
の
た
め
の
野
生
動
物
が
殺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
実
態

を
カ
ラ
ー
写
真
で
捉
え
、
分
り
や
す
い
文
章
と
と
も
に
紹

介
し
て
い
る
。
ト
ラ
バ
サ
ミ
に
捕
え
ら
れ
、
苦
し
む
キ
ツ

ネ
の
姿
や
、
サ
イ
の
角
切
り
の
現
場
が
生
を
し
く
伝
え
ら

れ
る
。
殺
害
の
元
凶
と
し
て
先
進
国
が
批
難
さ
れ
、
日
本

も
名
指
し
で
批
判
さ
れ
て
お
り
、
文
章
も
辛
口
だ
。
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
問
題
を
考
え
る
の
に
良
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
普
段
見
か
け
な
い
動
物
の
写
真
集
で
も
あ
る
。

『
北
の
森
の
動
物
誌
』

有
澤
浩

（
朝
日
新
聞
社
的
一
、
四
○
○
円
）

『
科
学
朝
日
』
に
魂
年
か
ら
記
年
に
か
け
て
連
戦
さ
れ

た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
富
良
野
の
森
で
訓
年
を
す
ご
し
た

著
者
の
体
験
と
観
察
を
も
と
に
し
た
文
章
は
、
動
物
た
ち

の
息
づ
か
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
優
し
い
気
持
ち
に

し
て
く
れ
る
。
師
年
４
月
、
知
床
原
生
林
で
伐
採
が
強
行

さ
れ
た
。
伐
採
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
た
「
知
床
国
有
林

の
動
物
等
に
関
す
る
調
査
委
員
会
」
に
著
者
は
ク
マ
ゲ
ラ

担
当
の
委
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
著
者
に
と
っ
て

「
知
床
」
と
「
わ
が
愛
す
る
森
の
動
物
た
ち
」
は
別
物
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
（
ウ
』
こ

声
が
聞
か
れ
た
。

連
合
も
再
建
さ
れ
、
や
っ
と
一
年
に
な

ろ
う
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
大

変
な
時
だ
と
思
う
。
で
も
、
そ
の
中
で
会

員
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と
強
く

す
る
た
め
に
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
収
集
の

に
め
に
も
、
少
し
で
も
多
く
皆
が
会
う
、

話
し
合
う
機
会
を
も
つ
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
・
・
・
。
（
丹
野
美
智
子
）

藻
琴
山
ス
キ
ー
場
計
画
凍
結
／
，

『
北
の
自
然
』
第
三
十
四
号
で
取
り
上

げ
た
藻
琴
山
ス
キ
ー
場
計
画
が
凍
結
に
な

り
ま
し
た
。
地
元
、
藻
琴
山
の
自
然
を
守

る
会
が
二
月
二
十
四
日
、
村
長
と
「
確
認

書
」
を
交
わ
し
、
事
実
上
の
凍
結
に
持
ち

込
ん
だ
も
の
で
す
。
同
ス
キ
ー
場
計
画
は
、

国
立
公
園
内
で
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
建
設
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
第
一
種
特
別
地
域
を

第
二
種
に
格
下
げ
し
、
計
画
を
進
め
る
な

ど
問
題
の
多
い
も
の
で
し
た
。
今
年
度
の

連
合
の
目
標
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
同
計
画

を
凍
結
に
追
い
や
る
こ
と
が
出
来
、
ま
ず

は
一
段
落
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

誠製考
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な
ど
計
画
下
流
域
の
自
治
体
を
は
じ
め
、

農
業
、
漁
業
団
体
、
自
然
保
謹
団
体
ら
が

強
く
反
対
。
横
路
知
事
「
地
元
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
先
決
」
と
同
局
に
対
し
悩
重

な
対
応
を
求
め
て
い
る
。
（
１
．
劃
朝
日
）

ア
イ
ヌ
の
土
地
強
制
収
用
へ
’
’
二
風
谷

日
高
支
庁
平
取
町
二
風
谷
（
に
ぶ
た
に
）

の
沙
流
川
水
系
に
建
設
中
の
二
風
谷
ダ
ム

用
地
買
収
を
め
ぐ
り
、
北
海
道
開
発
局
が

一
昨
年
十
一
月
、
民
族
の
権
利
の
回
復
を

主
張
し
て
交
渉
に
応
じ
な
い
ア
イ
ヌ
地
権

者
ら
に
土
地
の
明
け
渡
し
を
命
じ
る
強
制

収
用
の
裁
決
を
し
た
。
地
権
者
ら
は
「
明

治
開
拓
期
以
来
、
繰
り
返
さ
れ
た
和
人

（
日
本
人
）
に
よ
る
収
奪
の
再
現
だ
」
な

ど
と
反
発
、
裁
判
所
へ
提
訴
の
構
え
も
み

せ
て
お
り
、
国
の
少
数
民
族
対
策
の
遅
れ

や
法
制
の
不
備
が
問
わ
れ
て
い
る
。

（
２
．
４
朝
日
）

暴
走
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
ー
雪
の
知
床
国
立

公
園網

走
管
内
斜
里
町
の
知
床
国
立
公
園
で

〃
は
、
特
別
保
謹
地
区
に
ま
で
無
謀
な
フ
ァ

ン
が
入
り
込
み
、
植
生
の
破
壊
や
オ
ジ
ロ

ワ
シ
の
繁
植
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
ほ

ど
。
自
然
環
境
が
受
け
る
被
害
は
、
ス
ノ

ー
モ
ビ
ル
の
普
及
と
と
も
に
全
道
の
山
や

森
林
に
広
が
る
恐
れ
も
あ
り
、
自
然
保
謹

団
体
や
公
園
関
係
者
の
間
で
は
規
制
強
化

を
望
む
声
が
強
い
。
（
２
．
６
北
海
道
）

第
二
回
実
行
委
員
会

■
側
時
四
月
九
日
（
日
）
午
後
一
時
～

五
時

■
場
所
婦
人
文
化
セ
ン
タ
ー
音
楽
室

住
所
同
右

第
一
回
実
行
委
員
会

■
日
時
三
月
十
二
日
（
日
）
午
後
一
時

～
五
時

■
場
所
婦
人
文
化
セ
ン
タ
ー
音
楽
室

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
十
九
丁
目

厨
○
一
一
’
六
二
一
’
五
一
七
七

『
知
床
全
国
シ
ン
ポ
』
実
行
委
員
会
参
加

の
お
願
い

当
連
合
他
主
催
に
よ
り
、
８
月
に
「
知

床
全
国
シ
ン
ポ
」
を
開
催
し
ま
す
（
本
紙

Ｐ
７
参
照
）
・
準
備
期
間
が
実
質
五
カ
月

間
と
短
期
間
で
あ
り
ま
す
の
で
、
加
盟
団

体
・
賛
助
会
員
の
方
食
を
は
じ
め
、
自
然

保
護
に
興
味
の
あ
る
方
に
幅
広
く
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は

実
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参

集
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

’

さ
て
、
昨
年
九
月
関
西
高
校
で
文
化
祭
起
り
つ
つ
あ
る
と
思
え
る
の
で
す
。
国
が
、

を
行
い
、
第
Ⅱ
コ
ー
ス
は
三
年
連
続
の
テ
行
政
が
、
企
業
が
、
そ
し
て
個
々
が
強
い

Ｉ
マ
「
知
床
を
考
え
る
」
で
ク
ラ
ス
参
加
自
覚
に
眼
醍
め
て
、
意
識
変
埴
の
実
践
に

を
し
ま
し
た
。
問
題
が
あ
ま
り
に
も
大
き
依
る
し
か
な
い
の
で
は
、
な
い
で
し
ょ
う

く
、
能
力
不
足
も
加
わ
り
焦
点
を
絞
り
切
か
？
（
札
幌
市
苗
村
三
枝
）

る
事
も
で
き
ず
、
問
題
点
の
羅
列
に
終
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
で
卒
業
と
な
る
知
床
伐
採
「
凍
結
に
関
す
る
〃
声
〃

の
で
す
が
、
何
か
心
に
残
る
も
の
が
あ
り
、
『
北
の
自
然
』
第
記
号
で
、
知
床
の
原

地
球
規
模
で
物
事
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
生
林
が
手
を
つ
け
な
い
ま
ま
守
ら
れ
る
こ

る
日
本
人
に
育
て
て
い
く
事
に
役
立
て
ば
と
に
な
っ
た
記
事
を
読
み
、
心
か
ら
喜
ん

と
思
い
気
楽
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
で
お
り
ま
す
。
現
地
は
じ
め
運
動
に
直
接

そ
の
節
に
は
毎
年
、
早
急
に
資
料
を
請
求
従
事
さ
れ
た
皆
様
の
ご
苦
労
が
酬
い
ら
れ

し
、
大
変
ご
述
感
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
「
林

お
陰
さ
ま
で
、
不
充
分
な
が
ら
三
年
間
文
業
と
自
然
保
護
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」

化
祭
に
も
取
り
組
め
、
生
徒
も
私
も
、
大
の
報
告
が
そ
の
根
拠
に
な
っ
た
わ
け
で
す

変
良
い
勉
強
に
な
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
が
、
委
員
の
皆
様
も
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

す
。
（
関
西
高
校
普
通
科
第
Ⅱ
コ
ー
ス
し
か
し
、
と
く
に
成
長
志
向
の
強
い
日

三
年
一
同
）
本
で
は
、
道
路
を
造
り
、
橋
を
架
け
、
鉄

道
を
敷
き
、
限
り
な
く
自
然
を
破
壊
・
収

地
域
の
活
性
化
と
、
何
と
か
の
一
つ
覚
奪
し
て
行
き
、
ゞ
ハ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
に
ま

え
の
眼
先
の
欲
の
た
め
、
次
々
と
緑
地
帯
で
喰
い
こ
ん
で
行
く
危
険
性
が
高
い
と
恩

を
侵
し
て
リ
・
ソ
ー
ト
化
さ
せ
、
水
源
池
を
わ
れ
ま
す
。
ま
た
独
立
採
算
性
の
林
野
庁

失
い
や
が
て
は
水
危
機
を
招
く
：
…
・
・
何
の
財
政
問
題
の
制
度
的
検
討
も
必
要
に
な

故
こ
の
様
な
愚
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
し
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら

よ
う
。
地
球
は
病
人
で
居
る
の
に
。
も
監
視
が
必
要
で
す
。

「
我
亡
き
あ
と
に
嵐
は
来
た
れ
」
的
思
（
東
京
都
神
田
文
人
）

ゴ
ル
フ
場
造
成
断
念
ｌ
釧
路
市

二
十
一
日
の
定
例
釧
路
市
議
会
一
般
質

問
で
、
鰐
淵
市
長
は
、
釧
路
市
が
釧
路
川

下
流
の
釧
路
湿
原
国
立
公
園
普
通
地
域
を

含
む
河
川
敷
に
計
画
し
て
い
る
市
営
ゴ
ル

フ
場
の
造
成
を
断
念
す
る
と
言
明
し
た
。

同
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ル
フ
場
で

使
用
す
る
農
薬
が
釧
路
川
を
そ
上
す
る
シ

シ
ャ
モ
の
産
卵
、
成
育
に
影
響
を
及
ぼ
す

と
水
産
関
係
者
が
反
発
し
て
い
る
ほ
か
、

昨
年
七
月
に
実
現
し
た
ば
か
り
の
国
立
公

園
内
の
ゴ
ル
フ
場
造
成
は
好
ま
し
く
な
い

と
の
声
が
市
民
か
ら
出
て
い
た
。

（
吃
・
訂
北
海
道
）

過
去
最
高
の
四
八
五
羽
Ｉ
タ
ン
チ
ョ
ウ

生
息
数

釧
路
、
根
室
、
十
勝
の
三
管
内
で
五
日
、

一
斉
に
行
わ
れ
た
六
十
三
年
度
タ
ン
チ
ョ

ウ
生
息
状
況
の
調
査
結
果
が
二
十
三
日
ま

と
ま
り
、
幼
鳥
、
五
十
三
羽
、
成
鳥
四
百

三
十
二
羽
の
合
わ
せ
て
過
去
最
高
の
四
百

八
十
五
羽
を
確
認
し
た
。
昨
年
よ
り
六
十

一
羽
の
増
加
で
、
道
自
然
保
謹
課
と
地
元

関
係
者
は
「
来
年
は
ぜ
ひ
五
百
羽
の
大
台

に
乗
せ
た
い
」
と
熱
い
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。
（
岨
・
瓢
北
海
道
）

一
Ｆ

声
。
．
．

切
り
抜
き

考
で
地
球
を
廃
嘘
と
な
し
、
愛
す
る
次
世
昨
年
十
二
月
に
日
本
の
原
生
林
を
守
る

代
は
、
そ
し
て
動
植
物
は
ど
う
や
っ
て
生
た
め
の
十
二
ケ
所
の
保
謹
管
理
の
実
施
が

き
て
行
け
る
で
し
ょ
う
。
地
球
壊
滅
は
決
う
ち
出
さ
れ
、
知
床
原
生
林
も
や
っ
と
守

し
て
近
未
来
な
ど
で
は
な
く
、
既
に
も
う
ら
れ
る
事
を
特
集
で
拝
見
い
た
し
ま
し

起
り
つ
つ
あ
る
と
思
え
る
の
で
す
。
国
が
、
て
、
長
年
の
皆
様
の
ご
苦
労
の
一
部
が
報

行
政
が
、
企
業
が
、
そ
し
て
個
々
が
強
い
い
ら
れ
ま
し
た
聯
を
お
喜
び
い
た
し
ま

自
覚
に
眼
醍
め
て
、
意
識
変
埴
の
実
践
に
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
後

依
る
し
か
な
い
の
で
は
、
な
い
で
し
ょ
う
を
立
た
な
い
と
思
い
ま
す
ｏ
ど
う
ぞ
一
人

か
？
（
札
幌
市
苗
村
三
枝
）
で
も
多
く
の
方
と
を
た
ず
さ
え
て
頑
張
っ

て
ド
さ
い
。

知
床
伐
採
「
凍
結
に
関
す
る
〃
声
〃
私
の
町
で
も
飛
行
場
建
設
に
つ
い
て
環

『
北
の
自
然
』
第
記
号
で
、
知
床
の
原
境
破
壊
や
騒
音
破
害
で
反
対
し
て
い
ま
す

生
林
が
手
を
つ
け
な
い
ま
ま
守
ら
れ
る
こ
が
、
な
か
な
か
む
つ
か
し
い
よ
う
で
す
ｏ

と
に
な
っ
た
記
事
を
読
み
、
心
か
ら
喜
ん
そ
れ
に
コ
ル
フ
場
が
三
つ
も
出
来
て
い
ま

で
お
り
ま
す
。
現
地
は
じ
め
運
動
に
直
接
す
の
に
、
ま
た
一
つ
増
え
る
よ
う
で
、
ど

従
事
さ
れ
た
皆
様
の
ご
苦
労
が
酬
い
ら
れ
こ
ま
で
破
壊
し
た
い
の
で
し
ょ
う
か
。
腹

て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
「
林
立
つ
こ
と
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

業
と
自
然
保
護
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
（
滋
賀
県
端
芳
子
）

道
が
江
別
市
に
「
ノ
ー
‐
ｌ
野
幌
森
林
Ｒ
に
対
し
、
原
状
復
元
措
置
を
と
る
よ
う

公
園
内
の
防
災
道
路
計
画
行
政
指
導
し
た
。
釧
路
湿
原
の
公
園
づ
く

道
立
野
幌
森
林
公
園
に
江
別
市
が
防
火
り
で
は
、
保
護
優
先
の
姿
勢
が
求
め
ら
れ

帯
を
兼
ね
た
東
西
に
貫
く
防
災
道
路
建
設
て
お
り
、
慣
重
さ
を
欠
い
た
工
事
に
、
関

を
計
画
し
、
自
然
保
護
団
体
が
反
対
し
て
係
者
か
ら
批
判
が
強
ま
っ
て
い
る
。

い
た
問
題
で
、
道
は
二
十
七
日
ま
で
に
（
１
．
幻
北
海
道
）

「
森
林
の
伐
採
を
伴
う
道
路
建
設
は
問
題
ゴ
ル
フ
場
乱
開
発
に
歯
止
め
ｌ
ｌ
早
来
町

が
あ
る
」
と
し
て
、
計
画
を
認
め
な
い
こ
が
指
導
要
綱

と
を
同
市
に
低
え
た
。
道
内
外
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
か
ら
相
次
い

（
哩
・
訂
北
海
道
）
で
ゞ
コ
ル
フ
場
開
発
計
画
が
持
ち
込
ま
れ
て

ゴ
ル
フ
場
弱
ケ
所
が
無
登
録
農
薬
ｌ
道
い
る
胆
振
管
内
早
来
町
は
、
近
く
独
自
の

ま
と
め

ゴ
ル
フ
場
建
設
に
関
す
る
指
導
要
綱
を
作

野
放
し
散
布
で
環
境
汚
染
や
健
康
へ
の
成
し
、
規
制
に
乗
り
出
す
。
指
導
要
綱
は
、

影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
る
ゞ
コ
ル
フ
場
の
農
①
乱
開
発
の
抑
制
②
自
然
環
境
保
全
③
町

薬
使
用
状
況
に
つ
い
て
、
道
保
健
環
境
部
の
総
合
的
な
土
地
利
用
計
画
の
推
進
’
が

は
二
十
七
日
、
道
内
百
十
九
カ
所
の
全
ゴ
目
的
。
（
１
．
羽
北
海
道
）

ル
フ
場
の
聞
き
取
り
調
査
結
果
を
ま
と
め
環
境
ア
セ
ス
書
作
成
へ
’
千
歳
川
放
水

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
カ
所
を
除
き
除
路

草
剤
や
殺
虫
剤
な
ど
を
散
布
し
、
使
用
量
環
境
問
題
な
ど
を
め
ぐ
り
、
地
元
の
反

は
冬
季
間
の
閉
鎖
期
が
あ
る
た
め
本
州
。
．
対
が
根
強
い
千
歳
川
放
水
路
計
画
で
、
道

ル
フ
場
よ
り
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
が
、
開
発
局
か
三
月
中
に
も
環
境
影
響
評
価
書

芝
へ
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
農
薬
作
成
に
向
け
た
手
続
き
を
始
め
る
動
き
が

を
使
っ
て
い
る
の
が
三
十
五
カ
所
あ
っ
出
て
き
た
。
大
窪
敏
夫
局
長
が
三
十
日
の

た
。
（
胆
・
記
北
海
道
）
記
者
会
見
で
そ
の
意
向
を
表
明
し
た
も
の

釧
路
湿
原
で
無
許
可
工
事
Ｉ
Ｊ
Ｒ
北
海
で
、
同
月
中
に
環
境
影
響
評
価
の
準
備
書

道
を
道
と
、
地
元
自
治
体
に
送
付
し
た
い
、

釧
路
管
内
標
茶
町
の
釧
路
湿
原
国
立
公
と
し
て
い
る
。
日
本
海
に
注
ぐ
石
狩
川
水

園
区
域
で
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
無
許
可
で
道
系
の
一
部
を
太
平
洋
に
逆
流
さ
せ
よ
う
と

路
取
り
付
け
工
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
い
う
計
画
に
対
し
て
は
、
「
自
然
環
境
が

か
り
、
釧
路
支
庁
は
二
十
日
ま
で
に
、
Ｊ
一
変
し
か
ね
な
ど
な
ど
と
、
苫
小
牧
市

1

阿
相
曜
子
二
○
○
○
円

浅
子
か
お
い
五
○
○
○
円

曽
野
知
雄
一
五
○
○
円

関
西
高
校
（
普
通
科
第
Ⅱ
コ
ー
ス
三
年
一

同
）
二
○
○
○
○
円

岡
村
み
ゆ
き
五
○
○
○
円

第
一
モ
ウ
モ
ウ
荘
一
同

一
○
○
○
円

害
ｌ

付
金
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’ （12月2旧~2月26日） ’活動の記録蕊講鶏

○「北のr1然」38号発送

○新年会（郵政会館）

常務委員会（知床全図シンポ・出版

計|師につ↓､て）

○藻琴山スキー場計画、村長交渉

（東藻琴村役場）

○代表者会談（郵政会館）

○資料盤理 1月21日

○化辨納め・大そうじ 2月411

2月161l

r‐仕リド始め

○常務委員会（知床全国シンポ・出 2月24日

版計1曲iについて）

○「北のi劃然」38号納品 2月26日

12)121 I I

12ﾉ128I1

1989年

1月61 1

1ノ119I I

l )1201 1

○
今
号
よ
り
、
北
大
の
学
生
の
宇
仁
（
ウ
’
一
と
読
ゑ
ま

す
）
君
に
編
集
作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
連
合
に
と
っ
て
賛
助
会
員
の
方
々
の
存
在
は
無
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
も
引
き

続
き
お
力
を
い
た
だ
き
た
く
八
九
年
度
分
の
会
醤
の
納

入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
井
）

○
連
合
と
は
八
六
年
の
知
床
キ
ャ
ン
プ
以
来
の
つ
き
合

い
で
す
が
、
事
務
所
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
去

年
の
十
二
月
か
ら
で
す
。
こ
の
ご
ろ
思
う
の
は
、
問
題

意
識
を
体
で
表
現
す
る
の
は
本
当
に
難
し
い
、
思
い
切

り
の
必
要
な
作
業
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
も
知
床
キ

ャ
ン
。
フ
に
顔
を
出
し
て
以
来
、
二
年
以
上
も
何
ら
行
動

し
な
か
っ
た
わ
け
で
す
し
：
．
：
・
け
れ
ど
い
っ
た
ん
動

き
出
す
と
毎
日
が
充
実
し
た
も
の
に
な
り
、
新
し
い
発

見
と
発
想
が
得
ら
れ
る
ん
で
す
ね
。
体
ご
と
ぶ
つ
か
っ

て
行
く
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

（
ウ
ー
ロ

１
１
１

||’
一
九
八
九
年
三
月
司
馴
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

発
行
者
北
海
道
自
然
保
護
連
合

代
表
稲
田
孝
治

編
集
者
井
山
浩
一

事
務
所
札
幌
市
東
区
北
二
十
条
東
一
丁
目

前
田
ピ
ル
二
○
三
号

電
話
（
伽
）
七
四
二
’
三
一
六
一

振
替
口
座
小
樽
一
’
四
○
七
一

賛
助
会
員
年
間

一
口
三
、
○
○
○
円

北
の
自
然
隔
月
発
行

印
刷
北
海
道
機
関
紙
印
刷
所

１
１

登山

キャンピング

カヌー

アウトドア用品

秀岳荘此の店当儲道9曲の店雰歯訂土
営業時間/AM10:00～PM7:00定休日／毎週月曜日

札幌本店札幌市北区北12条西3丁目念（011)726-1235
旭川店旭川市7条8丁目左2号壷（0166)23-3416

（専用駐車場完備）
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